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報告者   村上真理子
私は原告村上定幸の妻ですっ 2ooo年 (平成 12)11月 、原告と結婚 し
現在 2メ、の男児 (9歳、 5歳)の母で、主 た́と一緒に教会生活をし、特に岩
出キリス ト教会の運営に関しては信者 さんと原告 との関係が日満に行く様

に努力してきましたっ

夫の村上定幸は、 1947年 (昭下口22)8月 生れ 69歳の牧師です。 19
99年 (平成 11年)被告教団から教職執事の認定を受け、 2012年 1平

成 24年)牧師として被告教会に赴任 しました。当時、既に岩出教会の教会
童は築後 50年以上も経過 した古い建物で、進駐軍の古材を貰って建築 した
掏だけに傷みが酷 く建替ぇが緊急の課題 として残っていましたこ

主人は、前任者牧自Tか ら引き継いできたこの緊急な課題を、何とか解決
する為に孤軍奮闘した結果、やつと現在の教会堂として完成 させました。

共に対する今回の /^、事は、キリス ト教妻 という事教団体に寄せら,れている

置間の期待を失望させ、また二人村上の信椰心 ヒ市教への思いを踏みにじる、

理事長 と教会を私物 fヒ している木村さん夫妻による、理事長の任命権を利用

した私的で理不尽な市1裁であり、信仰 とは全くかけ離れたものだと思つてお
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tiつ
た             書な結びつき等の結果 として、「富澤建築′

`:士がづ巳した詐欺的行為
撃
表沙
、
に
Fら
ない様に、村上を黙らせる」働き掛け
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レ 印 ^デ 1‐ 、十 ■1に ある、と思つています。 x' 
- 
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3、 教会における木村さん

(1)、 岩出教会は1高齢者の多い教会で、実際に教会活動に携われる教会員は
殆 ど木村さんだけ、と言つても過言でない程の教会です。人数が少ないの

で、こまめに動いてくれる様に見える木村さん (50歳代。実際には木村 さ
が 牧師を ■韮r匂 喘 し■ 多く昨 者

itT[曇とい うものを持っていますっ本村さんはそれを良

意見を押 し通 してきました。こうしたノJ:さ な教会を何とかしたいとぃ う熱

意に燃え、4年前に赴任した村上は、赴任当初から、伝道方針や神学的教
理を巡って本村さん/と ぶっかっていましたが (独 自の宣教持論を押 しつけ、

村上はしばしば開国していた)、 本村 さん/は 自分の信仰歴の長 さに自信が

35    ある事から、平然 と牧師とぶっか り、決 して譲った り妥協 したりすること

七t墓賣垂卍拶雪i｀三橿〕:二二炉警六亀疑
もつ膝たく壁望萱l生覗〕t範圭
系、更にまま岩出教会C)新会童建築に携わ

「
った富農 築士とムliさ ん

｀
との異常な結びつキ等の結果 1レ l′て 「富澤建室
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はありませんでした。皆は自分の意見を言わない様に慣れていましたこた

まに川原さんが本村 さんの意見に反対 しようものなら、本村さん′の意見を

通さない限り会議を終わらせず、最後は皆が疲れてしまうので、結局、村
上も川原 さんも木村 さんの言 う通 りにするしかないとい うこともしば し

ばでしたハ

(2)、 |ヨ会堂は2階が牧師館だったので、村上が転任 した当初の新築構想では、
牧師館を併設する予定でしたが、突如、本村 さんの妻洋子さんが 「うちの

屈、子が友達を呼んで礼拝堂を使いたいと思つても、そこに牧師が住んでい

ると使いにくい」と言いだし、牧師が 「新会堂が出来た際の伝道方針から
いって、牧師が教会に住ん′でいた方が断然、実行 しやすい」と主張 しまし

たが、結局、牧師館併設の話はとん挫 しました。牧師館を併設 しなかった

表向きの理由は 「予算がたりなかったから」です。 しかし、牧師が市内の

借家で長年に亘って住む場合の家賃の支出を考えると、「どうして予算の検
討すらしなかったのか」と多くの方々から不書がられまし,たc村上は教会
担当教調として ,赴任直後から,理下尽な思いと向かt・合うことになりま
した。

131、 本村 さん.は、教会 ,教団関係者への何百通にものぼる「会堂建築の趣意
書と献金のお願い」発送の事務作業を村上一人に押 し付けておきながら、

労 う言葉が一切ないどころか、村上がその発送 した趣意書に一筆を添えな
かつたことを、皆の前で 「教会建築はただの建築とは違 う.心が大事だ.
ただ送れ,ばいいってぃ ぅ物 じゃない」と、ただ非難するだけでした。 しか
し、最終的に大勢の方が献金を捧げて下さったことについては、「あれは、

信徒会と私の力によるものです。はっきりいつて村上先生は何 もしていな
1‐ で`すよ」とまで言 う始末です (録音あり)。

(4)、 本村さんは 50歳代で、地元で農業 (自 営)を しています。村上も私も
会社勤めの経験も自由業の経験もあるので、仕事の大切は知っていますが、

本村さんの仕事はサラリーマンとは違い、建築中、たつたの一度でも、平

日にちょっと顔を出す時間もない程に時間拘束された仕事ではありません.
しかし会堂建築が始まってからの数ヶ月、毎週行なわれていた現場定例会

に、本村 さんは、責任役員でありながら、たったの一度も来た事がありま

せん。

しかも、村上が役員会で “設計図と違 う箇所"を報告 したところ、本村
きルは、自分の目で確認 しようともせず、本村 さんと極め,て親 しい富沢建

築士です ら「本村さんが現場定例会議に一度も来ないのには失望した」 と

言っていましたっ

15,,その反面、富澤建築士は本村さんと恒常的にi墓絡を車っていたようで、

●
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村上から設計図の無断変更を指摘され、た時などでは、「村上にあらさがしを
され脅された。村上先生が建築会社に残金を支払ってくれない.」 と本村 さ
んに泣きついていたょぅです 1被告答弁書).すると本村さん.は、富澤建築
士の言い分を村上に何 1つ確認 もしないまま、村上に 「ヤクザのような言
い方は止めて下さい」等の非難のメー■を送って来る始末です。村上は目
を疑いまし′た。そこで村上は 「建築士が一個人の教会員に連絡をとって何
か間に入つてもらお う等と言 う事は止めてくれ.」 と富澤建築士に抗議し、
本村さえァには、①見付けた手抜き工事や無断変更がかなり大規模で悪質で

あること。②変更の説明がまったく誇が通っていないこと。③変更後の補
償の提案 (責任)うミ何もない二と。(Dこ の建築はボランティアではなく、
尊い献金でなされる妻約書の交わされた、安全にも関わることなので、設
計監理を任されている富沢建築士にはその責任 F)所在は明らかにする義務
があることっ13公の紛争処理機関に相談した結果、この内容は素人が自力
で解決する範囲を超えている事、等を伝え、「きちんと対処してくれるまで

'ま

残皇は支払えない」と1、いましたらする と本村きt,は 「可iほ野菜を11っ
てしiる が、もしti三が付Ⅲて■ろう・ら｀ と言 う理由で値3:き を迫 ら,れ,た
ら、私 iまそんな人には野菜は売らない。例えば新車を買ったとして、納品
の際、 ドアが歪んでいるからといって “値亭|き をしろ"と 言 うのはおかし
い.い くらドアが歪んでいても、 F言った人は一生懸命作ったのだから、感
謝 してそれを定価で買ぅのが普 i三だ。教会建築もそれと同じだ。たとえ設
計図と違っていても、富澤珪築士が一生懸命作ったのなら、ぼくは感謝 し
て受けりたい。ましてや支払い拒否だのクレームをいうなんて、とんでも
ない」等といい富澤建築士を庇いました。それでも村上が「完成するまで

残金を支払わない」と言ったので、本村 さんは今度は会計の谷澤きたァに「支
払つて下さい 1支払って下さい |」 と執拗に迫ったので、たまりかねた谷
澤さんを助けるため、上む無 く支払 うことになりました.
(勢 、新会堂の議堂式の準備の時、本村さんが役員会で「教団の本田先生から
私に指示がありまして・・・」と指揮 をとり始めたので、川原さんが 「木
村 さん/の牧師ほ誰やねん ?岩出教会の牧師は村上先生や Iなんで木村さえ′
は本田先生に指示を仰 ぐスノだ ?」 と食ってかかったことがあります。その

時、木村 さんは「知 りませんよ。本田先生のほうが、私に連絡 して くるたノ

です :」 と答えた為、111原 さんは 「そんな二とはあるわけないだろう。 よ
く言 うわ」と、あき1■ていました。

(7)、 ‖厚さえ′は、襟言事件のあと、牧師や私に「本村さんを、教会か ら辞め
させるわけにはいかなぃか ?村上先生があれ,だけ怒っても、本村 さんは分
かつていない骨だから、せうて信徒代議員 ,ま辞めてもらえないだろ うか ?」

1'35
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と言つていましたcま た、襟首事件のあと本村さんの妻洋子さんが 「村上
先生がいる限り、私は岩出教会に行かない」と言つたことを知った川原さ
んは私に、「もし、そん′なことを言って村上先生を追い出したら、今度は私
が洋子さんを教会には入れない :」 と怒っていました。

4.畑野理事長と木村さんの関係
(1)、 本村さん子はアメリカ留学時代に信仰をもち、留学先の教会から紹介され
て日本フリーメソジス ト教団の教会員になつたと聞いています.また、妻
の洋子さんは被告理事長が牧師をしている岸之里教会の教会員でした。
洋子さんの家族は現在も岸之里教会の教会員であり、特に洋子さんの父 (jll
鳴さん,は、岸之里教会付属の聖化保育園の職員です。また岸之里教会が
会場になる諸集会 1新年聖会等,では、常に何らかの役害Jを 引き受けて熱
心に奉仕をして t.、 ます し、本村 さん′も夫婦で暑出から出向き出席していま
す。その本村 さんが岩出教会の信徒代議員をしているのです。
11).日 本アメーメl'デ 7́.卜 教団骨枚自Tは世襲寺Jでは主)り ませたが、岸t里彗
套ほ教面芳裂綺争の時以来、煙野氏義子が主任演三下の座を離ilた 二とiま―
度もありません.こ れは、教圏内で:ま、離れてはいけない暗黙の了解とな
つています。1日野理事長の権力は絶対で、中江理事 (任地指定委員会でも
ある,の娘も孫 3ブ、も岸之里教会の教会員となっているので、中江理事は
畑野理事長 と揉めるのは極力避けたい立場にあります。

(3)、 村上に対する人事について、下方さんが理事長に質問するや、理事長は
「教会担当教師の人事の窓回は信徒代議員のみであること」を再確認す
る文言を、教団総会の理事長声明の中でわぎわざ述べ、「本村 さんじt外の

人」からの蓄い合わせを拒否 しました (声明のコピーあります )
(4)、 本村 さんは富澤建築士 (岩出教会の設計と監理)を異常なまでにかばい
ますが、畑野理事長は、それについてまったく黙認 しています。何故な
らクリスチャンである富澤建築士は、馬場理事の義息 (大澤恵太師 :桜
井聖愛教会牧師)、 教区長の篠原師 (前々岩出教会牧師、現大阪城東教会
牧師)、 そして讐出教会の真柳牧師と学生時代からの友人関係にあります。
新会堂の献堂式では親 しく挨拶 もしていましたし、教団教派を越 えて一

緒に青年キャンプ等の伝道活動に携わり、またフェイスブ ックでも友達
登録をしていろ伸です (FBの写真あります )。 しかも、富澤建築士の父は
日本同盟基督教団(D牧師ですが、日本アリー、日本同盟の両教団が共に
加盟 し′ている」EAで、畑野師は長年、役員 (理事 ?)を しているので、
自分の立場上、その方の ,詈.子の夫態を表ぎたにしたくないはずです。だ
つモ ,、 今回の襟首事件がなかったとしても、村上が「設計図の景断変更 J

140



り^″ｂ

145

170

について騒ぐことは、理事長にとっても、また理事達や教区長にとって

も邪魔であり、襟首事件は村上を遠 ざけるにはちょうど良い口実となり

ました.

(5)、 岩出教会の前任牧師 (基孝文師)は、木村さえノを嫌っていた様で、自分
から担当教会の変更を希望 して、南 f山台教会へ移 りました。本当はす ぐ

にでも転任したかったそ うですが、理由を知 らされていない木村 さんは
「いま、基孝文牧師が去ってしまったら、基孝文先生の子供の友達とそ

の親が来なくなってしま うので、待ってほしい」と教団に願い出て異動

を 3年間、待つてもらったそうです (待つてもらった話は本村さん本人
から聞きました。)

そして基孝文先生は、3年後に晴れて異動で南仙台へ赴任 しましたし、
その後、基孝文先生のお子 さん.F_友達は誰一メ、、岩出教会には来ていま

せん′。 (ネ L拝が始まると、本村さん達の意向によって、子供たちはクトに待

たされるのですから、当たり前だと思いますが

'.本村さんは 「技喜〒.〕´i、事」について理事長 とや 4'彙 りする■とに慣 i■ ,

て 1｀ る、悪くいえば 敬 会の枚師に関しては自分に権限があるJと 自員
していたと思います。

(6)、 本村さんの妻洋子さえノは、えり首事件直後、“献品"と いって教会に持っ
てきてしヽたお米や しょうゅ等の調味料、調理器具等を「うちで持ってき

たものは、持って帰 ります」といって皆の前でかき集めて、籠に入れて

持ち帰 りました。そ して家族の集 う自分の出身教会 (1匿野理事長のいる

岸之里教会)に出席 し、「村上先生がいる限り、私は岩出教会のネL拝には
出席 しない」と言っていました。

また、本村さんは、村上が本村 さんと意見がぶつかると、しばしば「そ

んなこと言つたら、洋子が来なくなる !」 と言いま した (私が知ってい

る限りでは、趣意書発送で何もしないことを開き直る木村さんに主人が

怒つた時、えり首事件の時です )。

ちなみに、川原さんは襟首事件の後、「木村さんの方が悪い。会社 じゃ、

上司が部下をあんな風に怒ることはしょっちゅうだし、年下の部下が、年

上でありかつ上司であるメ、に、あんな態度をとるなんていうほうが許 され

ない。気にせんでいいっ“洋子"の為に教会があるのではない !」 と、私に
言いましたっ

(7)、 そのような関係にある木村さんと畑野理事長が、教会の会議も開かせず、

独断的に人事を行ったα)は、非常に悪質で計画的だつたと思います。本村

さんは自分の方金十と合わない村上を排除したかったし、洋子さん iう件を何

とかしないと岸之里教会の牧諏としての立場がないし、さらに

'晴
理事長
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は他の理事達や自分の 」EAでの立場の都合上、建築士の問題を追及させ
たくなかった、といぅ目的が合致したので、畑野理事長は今回の村上の人
事を任命権の乱用によって、非合注的に決めたし、他の理事達や教区長 も
富澤建築士を守るために、理事長の横暴に目をつぶった、と思 うのです .

5.乙 6号証に署名 した人の事情
(1)、 私共は、当初、主人の解任理由を理事長からも誰からも告げられません
でした。いくら尋ねても「総合的な判断」の一点張りでした。 12月 、電
話で馬場師に私がしっこく迫つた時、「自分の胸に手を当てればわかることG
わかるでしょ?名 前は言えないけど、解任を希望する署名 もあるんです」、
「貴女も教団の教職になりたいなら、もっと賢くなりなさい。いくら優秀
な成績であっても、教職 として受 |す入れるかどうかは私達が決めるノげです
よ.口 を慎みなさい」と言われました、
そして 1月 30轟 、本田師と大嶋師が岩出教会に来た時、主 がヽ 「署鳥
がある.と 聞きましたが ?」 と話を切 り出す と、初うて署名 (乙 事号韮 ,
をチテ■′と見せて くれ,ま した。その時、

「|1原 さん、答澤さん、角谷さえ′[,

サインがあることに、私逹は目を疑いました。「あり得ない」と思ったので、
その場で員F、 両師に 「これは本当に本 たの意思で書いたのか確かめてほし
い。本村さんを前にして断1■なかっただけだと思うから、本村さんのいな
い所で本音を問いてほしぃ」とぉ願い しました。けれども「我々に、この

署名を疑えと言 うのか ?一人一ブ、に、いちいち確認 しろ、というのか。そ
れ′こそ、そんな風に信徒の署名を疑 うような牧師はいらない」と断られま
し,た。「“資質についてのメールノ'と はどんな内容なのか、本村さんの態度
を除けば、現在の教会はごく平不Eであるが、それが “岩出教会の一致が困
難"と はどぅぃ ぅ状況を言つているのか」と尋ねましたが、両師は 「解任
は決まっているのだから、そんなことはもう、関係ない。それに任地指定

委員会で話 し合われた内容は非公開だ。我々は 11月 に告げた解任を再度告
げに来ただけだ。それから、来年度は巡回教自〒に任命することを告げに来
ただけだ。巡回を蹴ったら、何も無 くなるだけで、岩出教会の牧師も他の

何処かの教会担当にもなれない。」と言われました。
「何故、全 く調べる気持ちがないのか。本当に岩出教会のことを思つてく

れているのなら、何故、教会内の実情をしり、今回の件についても容易
に
[本
村 さん′/~・ 関与"を推損]出来る枚師の言葉に耳を傾けず、拒否す る

のか。何故、何の話 し合いも無 く、一方的に
ま
巡回教師"と 決まって し

まつているのか。私共は教団の決定に不信感でいつばいでした
=

:2'、 ですから、私達は、こ 6号証はきちんと話 しきわれた教会の意志ではな215
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く、本村さんが仕組え/だ ものであり、任地指定委員会もそれを承知の上

で受け取っている非常に悪意あるものと確信 しています。

裁判になり、初めて、この乙 6号証をよくよく手にとって読みましたc
また、乙 3号証のようなメール (?)ゃ答弁書の内容 も初めて知 りまし
た。余 りの事実無根のひどい内容にめまいを起こしそ うでした.例えば
村上が建築士を脅 したり吹っかけた りしてお金を脅し取ろうとしたとか、
しかも証拠に残るであろう “通帳に振 り込め"と 言つたなどとい う、刑
法にも触れるような名誉棄損の虚偽は、作り話にしても余 りにも虚偽す

ぎます。現場で雨さらしになって含水率を越える資材で建築 したこと、2

カ月近 く完成が遅れたことについて、値引き交渉はしましたが、現金が

貰えるわけでなし、村上が 「ビジネスチャンスだ」と言ったとあるが、
一体どうやって “値引き金額でビジネス"をするのか、全く理解できま
せんでした。こんなフイ ドショーの暉話 _7_よ うな内容で、こんなにも簡

単に “牧師の資質が無ぃ"と 一方的に半」断されたのかと思 うと、人間下
言に「こ|そ うなほどでした。

(3,、 このこ 6号証につtヽて、私は、民さ また′には電話で、書澤さん′について
は訪問して、確認 しましたが、この 2人は乙 6号証にある「牧宮〒として
の資質についてのメール」カミ何を指すのか、神 りませえノでした。
また、古日さんプのサインは、本人のものではなく川原さえノが書いたもの

で した (解任された後、主人がご自宅へ尋ねて言った時、川原 さんがそ

う仰ったそ うです)。

(4)、 角谷明子さん (功稚園経営 )

角谷 さんは監査役員です。 もしも教会内でこ(の ような問題が起きたら、
牧師に確認 し、必要ならば教会総会を招集する職務にありますが、今回
のことに関して、牧師には一切確認 していません。「何故、確認 してから
サインのしなかったのか ?場合によっては総会を招集する必要もあった
のでは ?角谷さんにはその権利だけでなく、監査 としてその義務 もあつ
たのでは ?」 と尋ねたところ、「“本村 さんがそ ういっているのだか ら、
村上先生に確認する必要はない'と 判断した。」と電話でおっしゃいまし
た。

でも、角谷さんはこの 1年間のうち、ほメンの 3,4回 しかネL拝に出席し
ていないし、特に 6月 29日 の時はいなかったので、事情はまったく知 らな
いはずなのですっ

乙 6号証に 「一致が困難Jと あるが、何がどう困難なC)かを尋ねても、
「私 (角答)は毎週行っていたわけではないので、それはキロらない」と
はつきりいわオ1ノました。また乙 6号証にある「牧師 /7_,資 質についてのメ
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―ル」の内容も、知 らない、とのことでした。

(5)、 谷澤さん (元 」R職員 )
谷澤さん′:ま教会の会計、また会堂菫築の会計を一手に引き受け、また多

額の献金をもって教会財政を支えている方で、皆の信望は厚い人だつたっ

私 と主人が谷澤さえ′を訪ね、何故サインをしたのか話 した時、塔澤さ

んは 「村上先生には、悪いと思っている。長年の課題だった会堂建築を

どの牧師も着手 してくれなかったが、財政的には一番困難な、しか しも

う会堂が崩れかかっていてどぅにもならない一番大変な時に、村上先生

がやつとみん′なを引っ張って着手してくれた。だから本当は先生 と一緒
に、これから教会を盛 り上げていきたかった。だから本当はサインなん

かしたくなかった。一体、何故こんなことになってしまったのか」 と仰
つていましたっ  修「自身は 「足が悪 く、妻の卓子さ.た,は 目に障害があ
りよく見えないので遠くの教会には行けないし、教会の納骨童に収めて

ある御両親の御骨のこともぁるので、本村さんとの関係を考えモ)と 、十

インせぎるを得な■ったJと 言つてお ら:liし たら
「何故、絶会を開こうと言わなかったのか」と尋ねた時には、「

=村
ぎ

′た,が “総会は必要ない'こ こにサインしてくれれ,ばいいっていったんよ」
と言っていましたっまた、「私は,村上先生の解任を希望したわけではな
く、とにかく、サィンしないと木村 さんがおさまらなかった」と仰って

いました.つまり、署名 した所に書かれていた文章の趣旨を全然、読ん
でいなかったとい うことです.さ らに、裁キ1になっている今、二Ё一各澤
さんだけが、「何でも協力するよ」といって、署集 した経緯を話 して下さ

り、もしも、裁判で村上が勝って岩出教会の牧師に戻るならば、その時

は、本村 さんはどうするか分からない |す ど、自分は,上を拒否する ■と
は無い、と仰ってぃます。それなら何故サインをしたのかと推損Jするに、

夜遅くまで、本村さんの要求通 りにサインするまでは谷澤宅での話 し合
いが続き、谷澤 さんにとって相当なプレッシャーだったのではないでし

ょうか。

(6)、 川原 さん (元、住友金属社員、定年退職 )
「洋子さん,が村上先生を追い出したら、おれ,が洋子さんを教会に入れない」、
「会社に大損害を与えた時なんて、胸合をつかまれて怒 られることは、会

社じゃよくあることだ。それよりも、村上先生に対する木村 さんのあんな

態度のほうが社会ではあり得ない。」「村上先生があれだけ怒っても、本村

さえ′はまだ分か′っていない。彼に、この教会を辞させるわけにはいかない

のか ?」 「信徒代議員を交代してもらうこと,まできないのうヽ ?」 な どと仰
つてliた 川厚さんのサインがあったことに、驚きましたっ

28懸
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そこで、主人_が lll原 さえ′に尋ねたところ、「おふ くろのこともあるし (お母

様は岩出教会での熱心な信者だった、4年前に亡くならた)。 それに、サイ
ンしなかったら、それでも本村さんは来るだ′ろうから、そしたらもう私は

教会に行けないっ仕方なかった。本村さん/が一歩 も譲らんのよ.」 とおっし

やつたそうです。

私が歯医者で偶然り|1原 さんと会った時も「本村さん,は、社会を知 らんのよ.
自分が腹立ったら、もう、私とか村上先生の方が年上とか先輩なのに、そ
んなこと関係なく、もう人の話はきかんのよ。」と仰っていました。そして

最後まで村上を慕って下さり、村上が解任となる直前の 3月 、川原さんか

ら “お母様の納骨式を村上先生に執 り行つてほしい'と いう依頼があり、
本村 さん抜きで執 り行わせていただきましたn

■1川原さえ/以

'卜

にも、児島さえ′が、「先生がお辞めになる前に、本村 きた1を呼
ばずに納骨式をしたい」と連絡があり、執 り行わさせていただきましたら

(7)、 古雲さん (元 」ヽ学校校長、定年退職 )

敦豊蓋事で■った古調きた.ほ .教壺う・ら書豊教会を解色されるこL11■定し
た■■祈梼姜 ti瑾 ョ l時 ～)「,言で、、す上が 「二とこ,日で、ここ晰 梼会 t
終わりますね」 と言った時、「何故 ?」 と尋ねてこられました。そ して、事
真を知った古田さん′は「ええっ ?教団がそぇ′なことを言ってきたた′ですか ?」
と非常に驚いていたので、主人の方が逆に鷲きま し́た。「ああ、この方もご

自分が何にサインヒ́たのか知 らないた′だ.」 と思いましたが、後でli原 さん
にきいたところ、古頭さんのサインは、頼まれてjll原 さんがした、とのこと
であり、本村さんの怒 りに煽 られてサインの意思表示はしたが、その内容は

分かっていなかったのだろうな、と層、いましたっ
6、 乙 う号護について

この署尾は、本村 さんの声掛けによって谷澤 さんのお宅に夜、皆が集まり、
本村 さんが用意 したこの用紙にサインしたと、谷澤さんから聞きました。しか

も谷澤さんの疑間に対して本村さんは「教会総会は必要ない」と断言 していま
すから、事前に教団の誰かからの指示け旨導)があったのは確かですっ
また、裁判が始まってから、私が祈祷会の開かれている岩出教会に行つて、
この署名の作成された前後の責任役員の記録を見せてはしい、と申し出た際
に、真柳牧師は「そのような記録はない」と仰いま したし、そこに居合わせ
た   谷澤 さんも 「そぅぃ ぅ記録はない」と仰いました。
ですから、乙 う号証 ,ま、ここに集まったノ、々 の皆の共通認識として、サイ
ンの上にはそれぞれの肩書きを添えてはいますが、「招集 され,た総会」でも
な
-1、
責任役員を招真する権限のある村上の知 らない会 合で作ら1■たもので

すつLら 、「責任役員会」でも立)り ませ′し,。 そ して特に ;|1原 さえノや谷澤 さんに

310

320



325

330

335

355

¨ヽ
υ
４３

とつては、「個人宅という開ぎされたところで、精ネ申的に圧迫され、サイン
せぎるを得ない状況の中でサインしたもの」であったといぅことです。
サインした経緯について谷澤さんに何度尋ねても、彼は 「本村さんが、も
う、

`谷

澤 さん、川原さんの意見を,聞かんのよ.も う、本村さんが納まら
ないから、仕方なかったえ/よ」とぉっしゃぃます。夜遅くまで自分の家で会
議が開かれ、皆がサィンするまで会議を終えない、という木村さんのや り方
は、偏執的だと思います。木村さんは誰かの指示により、教団に提出する為
に、どぅしても署名が必要だったのでは無いでしょうかっ

7.会堂建築問題 (富澤建築士と木村さん)
(1)、 教団は村上を・枚師の資質に問題がある"と いいますが、当時村上が、
本村さんの独善自らな半j断に振 り回されていた状況下では、とても牧師 として
まともにその職務を全 うできるような環境ではありませんでしたっ特に教会
堂建築問題では、日頃お世話になっていた前野司法書士や、1公益貯団法ンヽ ,

住宅 リアォーム静争処理支援センターうヽ らt「そ二までた.か らきまで大規模
な画面 ,契約曇素断変更は・素メ、の交渉の域を通えている'」 をア ドバィ フ́.
を受けたほど、ぁの建築内容はひどいものでした。それほどの問題を木村 さ
んは、不 自然なほどに「いいじゃないですか,いいじゃないですか。」 と言
つて富澤建築士の不正が明るみに出ることを隠そ うとしました。そんな木村
さんを説得 しながら、私達夫婦は対処してきたのですGそ して、次′々と切 り
が彙いほど無断変更や問題箇所が出てくるにもかかわらず、その説明や対応
も全く不十分な富沢建築士に対して、村上のス トレスは限界を超えそ うで し
た。

村上の職務でぁる毎遍の説教は、ただ物理的な時間があれば出来るもので
はありません。それなりの心の準備、思いめぐらす時間が必要です。然 し、
この建築

~l数
ヶ月間は、そんな時間は無いも同然、という週もあり、それこ

そ牧師としての職務に支障がでそぅでした。 設計図と違 うェ事をどん,どん′
進め、バ レたところだけ事後承諾にしようとする建築会社や建築士に対 して
村上は「“教会だから赦 して くれる。牧師だから怒 らない"と 思って馬鹿に
しているだろう l」 と怒鳴ったこともあ りますっそれでも、建築士はノラリ
クラリとし、契約 と異なる工事を止めませんでした。自分の家なら適当に赦
す こともあり得ますが、教会建築は、そ ぅはいきませんゥ
富澤建築士は 250万円という、相場よりかなり高額な設計と監理料を受け
取つていながら、監理の手を抜 くどころか、建設会社には 「施主 (教会)の
意向です」と伝えつつ、教会に無断で契約図とは異なる工事を指示 していま
した.~・j上は、その変更を見つけて指摘 しなければならないえ)ですから、も
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う村上自身が “設計監理者"と 言つてもいい状態でした。しかも、村上は視
力に障害がありながら (2級 )その視力を酷使して、細かい図面の確認作業
をしましたが、すべて、本村の 「いいじゃないですから」の一言で終わりま
したぅ

村上が理事長らに呼ばれた 7月 、村上がまだ建築の問題について詳しい説

明をしていない段階で、理事長は突然「そんなに細かいことに拘らなくても
いいのではないか」と言われたので、村上は

C一
体、何を根拠に理事長がそ

のような事を言いだすのか"と 不思議に思ったそ うです。
工事の後半、木村さ/ソに誘われてこの会堂建築に関わってくれていた下方
さんが、村上と共に富澤建築士との交渉に当たつてくれましたが、本村さ
ん/は、自分で誘っておいた下方さんに対 し、「教会員でない人は口をだすな」
といって追い払お ぅとしました。こうした状況の中で襟首問題が発生した
のです。

{2)、 私は主人が本村さんの襟首をつかんだことを正当lLし たい訳ではありま
せ |ノ。 しかし、答キ書 :こ本村さ|_`デ 「

=圭
の言■で 1〕議罪でなけ1■ ば」≧

島りますが、それ―は 「会童建築 1こぅ■て菖汽蓬築士う夫態を責うた二とを

詫びよ」という意味であり、教目が単純に考えている「襟首をつかんだこ
とを調すれ」ではないと思っています3角谷さんも「“木村さんは、胸倉を担
まれたことは赦 している。 しかし村上先生に辞めてもらいたいのは、牧師
としての資質がないからだ"と 言つている。」と仰っていたからです

=

(3)、 詐欺行為にもじ1た争断変更箇所を幾つか見つけていくうちに、「もしや、
ごまかされている所 |ま もっとあるんじゃないだろうか ?」 と気付き、クリス

チャン逹築家を標警する富沢建築士に手i望 しました。さらに :ま、富澤建築士
i・呼た/で説明を求うたすす上に対し、警|,前で不信仰者呼ばわ りして持論を説
教 し始めた本村きたに |ま、不気味さすら感じました。それにもかかわらず、
村上の言会を守 りたい一′い故の村上の行為 (襟首事件)を、一方的に「牧師
らしからぬ」と責め、教会の意向も演」らないなら、そんな地位に置かれた牧
師に教団が期待する “熱心"や “職務"と は一体なんであるのか、お尋ねし
たい程です。聖職者の最大の義務は、教会 とそこに集 う信徒の信仰を守るこ

とです。ですから,、 本村さパノの襟首をつかんだことは、単なる一信徒さえノの

襟首をつかんだこととは違います。村上が怒ったのは、教会が契約通 りの会
堂建築を主張する村上に対 し、これを坊害する木村 さんの (信「「とい う仮面
の下の偽善的・独書白′むな行為 )に対してです。本村さんこそ、襟首事件より
はるかに前から、「信徒代議員」とい う立場からのパフ′ヽラを繰 り返 し⌒、教
会員に「信仰は誰に倣うべきなこ)か」を混乱させ、秩序を乱 してきたのですっ
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8。 それでも尚、私共が教団を離れず、教団に期待すること

それ,で も尚、村上は牧師として、私も牧師を志 して神学校を卒業した者 とし
て、どのような方々であっても、主イエスキリス トの御前には等しく尊い魂、
だと思ってお ります。

私達が今、望んでいるのは、教団がきちんとした手順にのっとり、宗教法
ノ、である岩出教会の自治の権和jを認め、理事長たちが自分たちの利害関係や
保身のために無名の一牧師である村上に汚名を浴びせ、卜ヵゲのしっばのよ
うに切 り捨てるのではなく、規則に員1つ て正しく判断してくれることです。
さらには、理事長が本村 さんと結託 して奪った≪岩出教会が富澤設計士から
被った被害について声を挙げる権利》が確保されることです。何のために規
員Jがあり、戒規があるのか、何のために宗教法メ、になったのか、先達たちの
定めた規員Jを もう一度、思い起こしてくれ,る ことです。

20161年 1118日
以上
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